
れ
ば
「
将
来
保
続
益
拡
張
ヲ

計
ル

ヲ

期
ス

」
も
の

で

あ
り
、

「
人
類
ノ

開
明
ニ

向
フ

」
と

い

う
時
代
に
お
い

て
、

同
心
結
合
し
「
武
相
ノ

地
ヲ
シ

テ
善
美
ノ

楽
土
ト
ス

ル

」
こ

と
を

目
指
し
て
い

た
。

同
会
は
、

や
が
て

融
貫
社
か
ら
南
多
摩
郡
自
由
党
へ

と

発
展
す
る
（
渡

辺
奨
「
民
権
運
動
昂
揚
期
の

地
方
政
社
の

組
織
過
程
」『
日
本
歴
史
』
一

五
〇
号
、

『
町
田
市
史
史
料

集
』
第
八
集
）。

四
四
　
教
育
演
説
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
四
月
以
前
に

成
立
、

会
員
は
石
坂

昌
孝
（
野
津
田
村

）・
青
木
正
太
郎
（
相
原
村

）・
小
池
（
上
小
山
田
村
の

九
平
か

）・
岡
見
ら
で

あ
る
。

同
年
四
月
三
日
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
の

肥
塚
龍
・

吉
田
次
郎
を
招
き
、

原
町

田
村
の

吉
田
屋
で

教
育
演
説
会
を
開
催
、

そ
の

後
の

懇
親
会
に
は
有
志
百
余
名
が
参
加
し

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
四
月
一

日
・

同
五
日
付
）。

四
五
　
融
貫
社
　『
明
治
十
四
年
第
八
月
融
貫
社
規
則
』
と
題
す
る
パ

ン

フ

レ

ッ

ト
は
、

こ

の

社
に
つ

い

て
の

最
初
の

構
想
を
示
す
文
書
で
、

溝
ノ

口
の

上
田
家
所
蔵
の

も
の

に
は

「
融
貫
社
世
話
人
」
と
い

う
丸
印
が
押
さ
れ
て
い

る
。

こ

れ
は
正
確
に
い

え
ば
世
話
人
に

よ
る
規
則
案
で

あ
る
。

正
式
の

「
融
貫
社
規
則
」
は
、

同
年
十
一

月
三
日
、

原
町
田
村
の

吉
田
屋
で

開
か
れ
た
創
立
大
会
で

確
定
さ
れ
た
。

両
者
を
比
較
し
て

み
る
と
、

民
権
を
拡
大
し
立
憲
政
体
の

基
礎
を
確
立
す
る
と
い

う
目
標
に

基
本

的
な
変
化
は
な
く
、

ま
た
責
善
会
の

場
合
と
同
様
に

社
員
の

か
か
え
る
問
題
に
つ

い

て

相
談
に
の

る
と
い

う
一

項
も
そ
の

ま
ま
生
か

さ
れ
て

い

る

が
、

組
織
方
針
は
変
っ

た
。

最
初
の

構
想
で

は
、

第
十
二

条
に

「
常
設
議
員
ハ

原
町
田
ヨ

リ
三
里
以
内
ニ

居
住
ス

ル

者
」
と
限
定
さ
れ
て

お
り
、

原

石坂昌孝 融貫社規則　上田安左衛門氏蔵
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町
田
村
に

本
社
を
置
い

て

南
多
摩
郡
を
中
心
と
し
た
結
合
が
考
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で

あ
る
。

加
入
方
式
に
つ

い

て
は
、

個
人
加
入
と
既
存
政
社
の

加
入
な
い

し
連
合
方
式
が
と
ら
れ
て
い

た
。

確
定
し
た
規
則
で

は
、

個
人
加
入
方
式
に

限
り
、

本
社
は
仮
に

原
町
田
村
に

設
置
す
る
と
し
、

常
設
議

員
の

地
域
を
特
定
せ
ず
支
社
を
分
設
し
て

県
下
全
域
に

わ
た
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い

る
。

組
織
論
に

見
ら
れ
る
こ

の

よ
う
な
変
化
は
、

自
由
党
の

結
成
と
関
係
し
て
い

る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ

の

年
十
月
二
日
か
ら
始
ま
る
自
由
党
結
成
大
会
に
は
、

つ

ぎ
の

節
で

述
べ

る
よ
う
に

十
名
が
参
加
し

て
い

る
。

南
多
摩
郡
を
中
心
と
す
る
政
社
と
し
て

構
想
さ
れ
て
い

た
融
貫
社
に

神
奈
川
県
の

自
由
党
と
し
て
の

役
割
り
を
果
た
す
こ

と
が
大
会
参
加

者
に

意
識
さ
れ
、

融
貫
社
を
首
唱
し
た
石
坂
昌
孝
ら
世
話
人
も
そ
の

方
向
に

進
む
こ

と
を
了
承
し
、

全
県
的
な
組
織
編
成
方
法
が
と
ら
れ
た
の
で

あ

ろ
う
。

神
奈
川
県
平
民
大
久
保
常
吉
編
『
日
本
政
党
事
情
』（
明
治
十
五
年
九
月
刊
）
に

も
神
奈
川
県
の

自
由
党
と
し
て

融
貫
社
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て

い

る
し
（
同
書
の

「
貫
融
社
」
は
誤
植
）、

融
貫
社
の

行
動
自
体
も
そ
れ
を
物
語
っ

て
い

る
。

融
貫
社
員
名
簿
は
不
明
で

あ
る
が
、

社
員
数
は
百
五
十
名
か
ら
三
百
名
の

間
で

あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

渡
辺
欽
城
『
三
多
摩
政
戦
史
料
』

に
よ
れ
ば
、

主
な
創
立
委
員
（
○
印
は
自
由
党
大
会
出
席
者
）、

賛
助
員
（
△

印
）
は
つ

ぎ
の

よ
う
で

あ
っ

た
。

〈
南
多
摩
郡
〉
石
坂
昌
孝
・

村
野
常
右

衛
門
・

細
野
喜
代
四
郎
・

青
木
正
太
郎
・

林
副
重
・

△
渋
谷
仙
二
郎
。

〈
北
多
摩
郡
〉
吉
野
泰
三
・

○
中
村
克
昌
・

△
中
村
重
右
衛
門
。

〈
西
多
摩

郡
〉
△
瀬
戸
岡
為
一

郎
。

〈
高
座
郡
〉
○
山
本
作
左
衛
門
。

〈
都
筑
郡
〉
○
佐
藤
貞
幹
・

金
子
馬
之
助
・

桜
井
光
興
。

〈
津
久
井
郡
〉
△
梶
野
敬
三
。

原
町
田
村
の

渋
谷
仙
二

郎
宅
に

事
務
所
を
置
い

た
融
貫
社
は
、

演
説
会
な
ど
の

活
動
を
展
開
し
、

自
由
党
に

連
な
る
旗
色
を
鮮
明
に

し
て

い

っ

た

が
、

詳
細
に
つ

い

て
は
不
明
の

点
が
多
い
。

後
述
す
る
よ
う
に
、

各
郡
に

自
由
党
が
結
成
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、

融
貫
社
は
そ
の

役
割
を
閉
じ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
（
前
出
四
三
の

結
社
の

典
拠
に

同
じ
、

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二
三
）。

四
六
　
川
口

青
年
会
　
一

八
八
一

、

二
年
頃
、

秋
山
国
三
郎
・

秋
山
文
一

・

秋
山
文
太
郎
・

大
矢
正
夫
ら
に

よ

り
、

川
口

村
に

設
立
さ
れ
た
（
色

川
論
文
）。
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四
七
　
博
愛
社
　
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
以
前
に

設
立
さ
れ
た
。

大
塚
村
の

村
吏
・

教
員
を
中
心
と
す
る
百
二
、

三
十
余
名
に

よ

り
組
織
さ

れ
た
も
の

で
、

同
年
一

月
十
一

日
、

自
由
党
幹
事
柏
田
盛
文
・

大
石
正
巳
を
招
待
し
た
懇
親
会
で

自
由
党
へ

の

加
盟
を
表
明
し
た
（『
朝
野
新
聞
』明
治

十
五
年
一

月
十
五
日
付
）。

四
八
　
融
貫
社
講
学
会
　
融
貫
社
の

外
郭
団
体
と
し
て
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
七
月
に

組
織
さ
れ
た
も
の

と

推
定
さ
れ
る
。

学
術
の

研
究

を
目
的
と
し
、

本
を
用
い

て

教
師
か
ら
学
ぶ
形
式
が
と
ら
れ
て
お
り
、

別
に

生
徒
を
教
育
す
る
「
義
塾
」
も
構
想
さ
れ
て
い

た
。

発
起
人
に
は
、

青

木
正
太
郎
・

武
藤
佐
太
郎
・

渋
谷
仙
二

郎
・

細
野
彦
太
郎
・

長
谷
川
彦
八
・

露
木
昌
平
・

安
藤
忠
兵
衛
・

桜
井
光
興
・

佐
藤
貞
幹
・

石
坂
昌
孝
が
名

前
を
連
ね
て
い

る
（
横
浜
市
旭
区

桜
井
栄
一

郎
氏
所
蔵
文
書
）。

四
九
　
開
進
社
　
一

八
八
三
（
明
治
十
五

）
年
十
一

月
五
日
、

中
嶋
仙
助
ら
六
人
が
発
起
人
と
な
り
下
恩
方
村
に

設
立
し
た
。

同
社
は
立
憲
改
進
党

系
で
、

月
二
回
立
憲
改
進
党
員
を
招
聘
し
、

刑
法
講
義
と
学
術
演
説
会
を
開
い

た
（
新
井
論
文
）。

五
〇
　
凌
霜
館
　
野
津
田
村
の

村
野
常
右
衛
門
が
自
分
の

所
有
地
に

私
財
で

建
設
し
た
ク
ラ
ブ
で
、

近
隣
の

青
年
に

剣
術
を
指
導
し
、

あ
わ
せ
て

師
範
学
校
出
身
の

篠
原
某
に
よ
る
学
芸
の

教
授
を
行
う
こ

と
を
目
的
と

し
て
い

た
。

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
十
二
月
に

起
工
、

翌
年
二

月
六
日

の

開
場
式
に

は
剣
術
試
合
を
催
し
て
い

る
。

会
員
は
三
十
〜
五
十
名
位
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

村
野
は
二
十
二
歳
で

戸
長
に

挙
げ
ら
れ
、

民
権
家

と
し
て

活
躍
、

大
阪
事
件
に

参
加
、

県
議
を
経
て
、

後
年
政
友
会
の

幹
事
長
を
勤
め
た
（
村
野
廉
一

・

色
川
大
吉
『
村
野
常
右
衛
門
伝
―
民
権
家
時
代
』）。

五
一

　
保
信
社
　
栗
原
政
蔵
・

浜
弥
一

郎
・

増
田
道
次
郎
を
発
起
人
と
し
て
、

一

八
八
三
年
六
月
、

八
王
子
に

設
立
さ
れ
た
。

同
社
は
立
憲
改
進

党
系
で

あ
る
（
新
井
論
文
）。

五
二

　
八
王
子
共
立
政
談
討
論
会
　
梅
村
由
五
郎
・

川
崎
有
則
が
発
起
人
と
な
り
、

一

八
八
三
年
九
月
、

八
王
子
町
に

設
立
、

毎
土
曜
日
に

討
論

会
を
開
い

た
が
十
一

月
よ
り
政
談
演
説
会
を
開
催
し
た
。

会
員
は
三
十
人
、

立
憲
改
進
党
系
の

結
社
で

あ
っ

た
（
新
井
論
文
）。
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五
三
　
多
摩
講
学
会
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
月
十
日
、

林
副
重
・

平
野
友
輔
・

小
林
幸
二
郎
・

青
木
正
太
郎
ら
に

よ
っ

て
、

八
王
子
町
に

創
設
さ
れ
た
。

同
会
は
、

政
治
・

法
律
・

経
済
等
の

学
習
と
学
術
関
係
の

演
説
討
論
を
行
う
こ

と
を
主
旨
と
し
、

会
場
も
八
王
子
だ
け
で

な
く
日
野
・

相
原
・

柚
木
・

図
師
・

原
町
田
村
に

適
宜
輪
番
に

設
け
る
よ
う
に
し
て
い

た
。

最
初
、

講
師
に

は
英
学
者
で

民
権
家
で

も
あ
っ

た
佐
々

木
三
郎
を
東

京
か
ら
招
い

た
よ
う
で

あ
る
（
色
川
論
文
）。

五
四
　
八
王
子
広
徳
館
　
三
多
摩
お
よ
び
津
久
井
郡
の

有
志
に

よ
っ

て
、

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
月
十
三
日
に
星
亨
・

北
田
正
董
を
招
待

し
開
業
式
を
あ
げ
た
。

八
王
子
町
に

設
立
さ
れ
た
同
館
は
、

東
京
広
徳
館
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、

訴
訟
の

相
談
・

弁
護
人
の

紹
介
・

紛
争
の

仲
裁
・

訴
訟
関
係
書
面
の

作
成
な
ど
人
権
の

保
護
伸
張
に

従
事
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
在
野
法
曹
機
関
で

あ
っ

た
。

林
副
重
を
館
主
と
し
、

石
坂
昌
孝
・

青
木
副
太
郎
・

石
原
金
左
衛
門
・

青
木
正
太
郎
・

高
木
吉
蔵
（
南
多
摩
郡
）、

吉
野
泰
三
（
北
多
摩
郡
）、

梶
野
敬
三
・

中
里
市
左
衛
門
（
津
久
井
郡
）
が

同
館
の

重
立
っ

た
人
び
と
で

あ
る
（
色
川
論
文
、

『
自
由
新
聞
』
明
治
十
六
年
十
月
十
六
日
付
）。

五
五
　
共
立
会
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
一

月
二

十
五
日
、

細
野
喜
代
四
郎
・

平
野
友
輔
・

森
久
保
作
蔵
・

土
方
啓
次
郎
ら
に

よ

り
、

八

王
子
町
に

設
立
さ
れ
た
（
色
川
論
文
）。

五
六
　
有
恒
社
　
梅
村
由
五
郎
・

川
崎
有
則
が
発
起
人
と
な
り
、

一

八
八
四
年
五
月
、

八
王
子
横
山
町
に

設
立
し
た
。

立
憲
改
進
党
系
の

法
律
事

務
所
で
、

訴
訟
の

鑑
定
・

代
言
紹
介
・

示
談
仲
裁
を
主
な
仕
事
と
し
た
。

同
社
の

代
言
人
に

は
浜
弥
一

郎
・

依
田
銈
次
郎
が
い

た
。

依
田
は
明
治
法

律
学
校
八
王
子
分
校
の

校
長
で

も
あ
っ

た
（
新
井
論
文
）。

五
七
　
鴻
武
館
　
一

八
八
四
年
十
月
一

日
、

山
口

重
兵
衛
・

山
上
作
太
郎
・

山
上
卓
樹
・

林
副
重
ら
に

よ
っ

て
、

元
八
王
子
村
に
設
立

さ
れ
た

（
色
川
論
文
）。

五
八
　
神
奈
川
県
苦
楽
府
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
十
一

月
に

設
立
さ
れ
、

当
初
本
部
を
仮
に

八
王

子
町
に

置
き
、

神
奈
川
県
居
住
者
は
男
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女
の

別
な
く
加
盟
で

き
る
こ

と
、

春
秋
二
回
の

大
集
会
を
催
す
こ

と
な
ど
を
規
定
し
た
簡
単
な
規
約
が
判
明
す
る
が
、

詳
細
は
不
明
で

あ
る
。

自
由

党
解
散
後
の

組
織
維
持
策
で

あ
ろ
う
か
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
四

）。

北
多
摩
郡

五
九
　
五
宿
駅
の

演
説
会
（
正
式
名
称
不
明

）　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
春
ご
ろ
よ
り
、

甲
州
道
中
の

五
宿
駅
（
上
石
原
・

下
石
原
・

上
布
田
・

下
布

田
・

国
領
駅

）
に
は
演
説
会
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

と
き
ど
き
嚶
鳴
社
員
が
招
か

れ
て

い

た
。

一

時
同
会
は
中
絶
状
態
に

な
っ

た
が
、

翌
年
三
月
二

十
日
、

嚶
鳴
社
員
堀
口

昇
・

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
の

竹
内
正
志
を
招
き
、

調
布
小
学
校
で

学
術
演
説
会
を
開
い

て

再
開
、

以
後
毎
月
第
三
土
曜
日
を

会
日
と
定
め
た
。

中
村
克
昌
（
上
石
原

）・
中
村
重
次
郎
・

粕
谷
有
隣
・

原
録
之
助
・

間
橋
重
太
郎
・

谷
戸
市
衛
・

新
川
銀
司
・

蘆
川
紋
太
郎
・

里
見

理
勝
ら
の

努
力
に
よ
る
も
の

で

あ
る
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
三
月
二
十
二
日
付
）。

六
〇
　
府
中
演
説
会
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
一

月
に

開
設
さ
れ
、

会
員
は
百
余
名
、

矢
島
新
吉
・

島
治
郎
右
衛
門
・

小
川
慮
助
・

小
川

儀
三
郎
・

渡
辺
寿
彦
ら
が
世
話
掛
に

な
っ

て
い

た
。

会
日
は
第
一

日
曜
日
、

演
説
者
は
会
員
中
に

十
余
名
あ
り
、

ま
た
東
京
よ

り
西

村
玄
道
、

東

京
横
浜
毎
日
新
聞
社
の

吉
岡
育
・

狩
野
元
吉
、

嚶
鳴
社
の

波
多
野
伝
三
郎
ら
を
招
い

て

い

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞

』
明
治
十
四
年
二

月
二
日
・

同
四
月

十
九
日
・

同
十
二
月
一

日
付
）。

六
一

　

武
蔵
六
郡
懇
親
会
　
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
二

月
五
日
、

北
多
摩
郡
府
中
駅
高
安
寺
で

開
か
れ
た
武
蔵
六
郡（
北
多
摩
・

南
多
摩
・

西

多
摩
・

橘
樹
・

都
筑
・

久
良
岐

）
の

懇
親
会
で

あ
る
。

「
上
田
正
次
日
記
」（『
神
奈
川
県
史
編
集
資
料

』第
一

集

）
に
よ
れ
ば
、

こ

の

会
の

推
進
者
は
、

一

週
間

前
に

東
京
の

枕
橋
で

開
か
れ
た
神
奈
川
県
民
懇
談
会
（
後
掲

）
の

世
話
人
石
坂
昌
孝
・

佐
藤
貞
幹
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

懇
親
会
の

広
告
に

名
を
連

ね
た
仮
幹
事
は
つ

ぎ
の

五
十
一

名
で
、

県
会
議
員
十
三
名
を
含
み
、

六
郡
の

指
導
的
人
物
で

あ
っ

た
。

〈
北
多
摩
郡
〉
吉
野
泰
三
・

矢
島
信
吉
・

小
川
慮
助
・

比
留
間
雄
亮
・

紅
林
徳
五
郎
・

小
川
儀
三
郎
・

中
村
克
昌
・

板
谷
元
右
衛
門
・

中
島
治
郎
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兵
衛
・

西
野
芳
寛
・

比
留
間
熙
・

本
多
儀
太
助
・

内
野
杢
左
衛
門
・

指
田
忠
左
衛
門
・

田
中
三
四
郎
・

矢
島
次
郎
左
衛
門
・

本
多
定
年
・

中
村
半
左

衛
門
、

〈
南
多
摩
郡
〉
加
藤
茂
・

谷
内
弥
七
・

土
方
喜
久
太
郎
・

富
沢
政
賢
・

薄
井
盛
恭
・

佐
藤
俊
宣
・

富
永
重
倪
・

成
内
頴
一

郎
・

林
副
重
・

若

林
有
信
・

天
野
清
助
・

石
坂
昌
孝
、

〈
西
多
摩
郡
〉
静
原
寛
十
郎
・

土
屋
勘
兵
衛
・

田
村
半
十
郎
・

指
田
茂
十
郎
、

〈
橘
樹
郡
〉
上
田
忠
一

郎
・

鈴
木

久
弥
・

河
合
平
蔵
・

池
上
幸
操
・

鈴
木
直
成
、

〈
都
筑
郡
〉
金
子
馬
之
助
・

佐
藤
貞
幹
、

〈
横
浜
区
〉
最
上
幸
吉
・

斎
藤
忠
太
郎
・

青
山
和
三
郎
、

〈
不
明
〉
矢
部
積
蔵
・

中
村
重
太
郎
・

青
木
寛
司
・

萩
原
隆
三
・

清
水
斎
兵
衛
・

石
坂
実
行
・

有
竹
利
三
郎
（
小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』）。

六
二
　

自
治
改
進
党
　
自
治
改
進
党
の

結
成
に

は
、

第
三
節
で

後
述
す
る
よ
う
に
、

自
由
党
準
備
会
に

参
加
し
た
内
野
杢
左
衛
門
（
蔵
敷
村
）・
吉

野
泰
三
（
野
崎
村

）
の

経
験
が
重
要
な
契
機
に

な
っ

て
い

る
。

た
と

え
ば
、

自
治
改
進
党
総
則
第
一

条
・

第
二

条
は
、

そ
の

時
期
の

内
野
の

手
帳
に

記
入
さ
れ
た
政
党
組
織
草
案
の

第
一

条
・

第
二

条
と
符
合
す
る
か
ら
で

あ
る
。

そ
の

後
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
に

よ
れ
ば
、

北
多
摩
郡
の

有
志
本

多
定
年
・

中
村
克
昌
・

吉
野
泰
三
・

中
島
治
郎
兵
衛
・

比
留
間
雄
亮
・

横
川
規
一

ら
が

発
起
人
と

な
り
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
十
二

月
よ
り

懇
親
会
を
計
画
し
、

翌
年
一

月
五
日
、

府
中
駅
新
松
本
楼
で

開
会
し
た
。

当
日
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
の

肥
塚
龍
ら
三
名
も
列
席
し

て

い

る
。

席
上
発
起
人
よ
り
自
治
改
進
党
結
成
の

提
案
が
あ
り
、

参
加
者
全
員
が
賛
成
、

盟
約
案
が
起
草
さ
れ
た
。

引
き
続
き
同
月
十
五
日
、

府
中
駅
高
安
寺

で

内
野
・

吉
野
を
含
む
六
十
九
名
が
参
加
し
て

「
自
治
改
進
党
総
則
」「
社
則
」「
議
則
」
を
決
定
、

社
長
に

砂
川
源
五
右
衛
門
、

副
社
長
に

吉
野
泰

三
、

幹
事
に

本
多
定
年
・

中
村
克
昌
・

板
谷
某
・

比
留
間
雄
亮
・

中
島
治
郎
兵
衛
を
選
出
し

た
。

同
党
の

目
的
は
、

「
人
民
自
治
ノ

精
神
ヲ

養
成
シ

漸
ヲ

以
テ
自
主
ノ

権
理
ヲ

拡
充
」
す
る
こ

と
に

あ
り
、

目
的
達
成
の

た
め
毎
月
一

回
演
説
又
は
討
論
会
を
開
催
し
、

適
宜
の

事
業
を
行
う
こ

と
に

し

て
い

た
。

「
自
治
改
進
党
名
簿
」
に

よ
れ
ば
、

党
員
数
は
百
四
十
四

名
で

あ
っ

た
。

同
党
は
、

北
多
摩
郡
自
由
党
の

前
身
で

あ
る
（『
東
京
横
浜
毎

日
新
聞
』
明
治
十
四
年
一

月
六
日
・

同
二

十
日
・

同
二

月
二

日
付
・

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

九
）。

六
三
　
新
聞
雑
誌
講
読
会
　
自
治
改
進
党
の

結
成
が
決
議
さ
れ
た
一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
一

月
五
日
に
、

同
党
の

主
旨
を
広
め
る
た
め
の

外
部

©神奈川県立公文書館



組
織
と
し
て
、

新
聞
雑
誌
講
読
会
を
別
に

組
織
す
る
こ

と
が
決
め
ら
れ
た
。

「
新
聞
雑
誌
講
読
会
開
設
法
」
に

よ
れ
ば
、

同
会
の

目
的
は
、

各
居
村
の

会
員
が
率
先
し
て

「
町
村
ノ

子
弟
ヲ

集
メ

各
種
ノ

新
聞
雑
誌
及
布
告
布
達
類
ヲ

講
読
或
ハ

縦
覧
」
し
、

「
見
聞
知
識
ヲ

博
メ

人
才
養
成
ノ
一

助
タ
ラ

シ

メ

ン

」
と
す
る
も
の

で

あ
っ

た
。

購
読
の

費
用
は
会
員
有
志
の

拠
金
で

ま
か
な
う
こ

と
と
し
、

当
面
、

府
中
・

谷
保
・

柴
崎
・

大
神
・

拝
島
・

砂

川
・

小
川
・

蔵
敷
・

中
藤
・

田
無
・

粂
川
・

清
戸
・

石
原
・

布
田
・

烏
山
に

開
設
す
る
と
定
め

ら
れ
て
い

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞

』
明
治
十
四
年
一

月
八
日
付
）。

六
四
　
中
和
会
　
現
在
の

東
大
和
市
の

ほ
ぼ
中
央
部
、

中
藤
・

芋
窪
・

蔵
敷
・

奈
良
橋
・

高
木
・

小
川
・

野
口

村
近
辺
の

有
志
百
二
十
余
名
を
会

員
と
し
て
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
二
月
十
五
日
に

発
足
、

自
治
改
進
党
に

加
わ
っ

た
。

尽
力
者
は
、

内
野
杢
左
衛
門
・

内
野
佐
兵
衛
・

内
野
藤

左
衛
門
・

斎
藤
靖
海
・

川
島
秀
之
介
・

比
留
間
邦
之
介
・

関
田
栄
七
郎
・

石
井
権
左
衛
門
・

渡
辺
竹
七
郎
・

渡
辺
九
一

郎
・

小
島
龍
叔
・

川
鍋
八
郎

兵
衛
・

宮
鍋
正
兵
衛
ら
で

あ
っ

た
。

中
和
会
は
、

「
天
賦
ノ

自
由
ヲ

伸
張
シ

人
生
ノ

福
祉
ヲ

増
益
ス

ル

」
こ

と
を
主
旨
と
し
、

そ
の

た
め

に

毎
月
一

回
適
宜
会
場
を
定
め
て

演
説
会
あ
る
い

は
討
論
会
を
開
く
こ

と
に

し
て

お
り
、

同
年
三
月
二

十
七
日
に
は
、

中
藤
村
真
福
寺
に
お
い

て

第
三
回
の

演

説
会
を
開
い

て
い

る
。

ま
た
、

同
年
五
月
六
日
、

芋
窪
村
の

昇
隆
学
校
を
会
場
に

し
て

行
わ
れ
た
学
術
演
説
会
の

場
合
に
は
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞

社
の

竹
内
正
志
・

吉
岡
育
が

招
か

れ
、

聴
衆
百
余
名
が

集
ま
る
盛
会
ぶ

り
で

あ
っ

た
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二

〇
、

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十

四
年
三
月
二

十
九
日
・

同
五
月
十
日
付
）。

六
五
　
奈
良
橋
懇
親
会
　
一

八
八
一

年
十
一

月
、

鎌
田
喜
十
郎
ら
村
山
郷
十
六
か
村
の

有
志
数
十
名
が
発
起
人
と
な
り
、

申
合
規
則
を
作
成
し
て

発
会
し
た
。

奈
良
橋
村
所
在
の

同
会
に

は
、

「
五
日
市
憲
法
草
案
」
作
成
の

中
心
に

な
っ

た
千
葉
卓
三
郎
も
参
加
し
て
い

る
（
新
井
論
文
）。

六
六
　
武
蔵
野
叢
誌
社
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
八
月
二

十
八
日
、

府
中
駅
の

民
権
家
渡
辺
寿
彦
は
、

雑
誌
『
武
蔵
野
叢
誌
』
を
発
刊
し
た
。

「
忠
君
愛
国
」
と
「
人
民
ノ

自
由
」
拡
張
の

た
め
に

言
論
活
動
を
展
開
す
る
と
い

う
の

が
刊
行
の

意
図
で

あ
っ

た
。

翌
年
十
一

月
の

同
誌
二
五
号
所
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載
「
日
東
家
伝
勅
命
丸
」
は
、

薩
長
土
の

有
司
専
制
を
風
刺
し
た
戯
文
に

も
か
か
わ
ら
ず
不
敬

罪
に

処
せ
ら
れ
、

有
志
に

よ
る
救
援
カ
ン

パ

募
集
ま
で

も
弾
圧
さ
れ
る
と
い

う
事
態
を
生
じ
た

（
渡
辺
欽
城
『
三
多
摩
政
戦
史
料
』、

色
川
大
吉
「
三
多
摩
自
由
民
権
運
動
史
」『
多
摩
文
化
』
八
号
）。

六
七
　
府
中
義
塾
　
一

八
八
三
年
十
一

月
、

府
中
駅
に

開
設
さ
れ
、

英
学
と
漢
学
を
教
授
し

た
。

同
塾
に

は
幼
長
、

職
業
を
問
わ
ず
自
由
に

入
学
で

き
た
。

創
立
に

は
高
潮
豊
三
の

援
助
が

あ
っ

た
（
新
井
論
文
）。

三
浦
郡

六
八
　
相
東
社
　
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
か
八
〇
年
ご
ろ
、

鈴
木
中
心
・

江
頭
正
五
郎
・

古
谷
正
橘
が

中
心
に

な
っ

て

組
織
し
、

社
員
七
、

八
十
名
に

及
ん
だ
。

毎
月
一

回
懇
親
会
を
開
き
、

時
々

東
京
よ
り
弁
士
を
招
い

て

演
説
会
を
催
し
た
が
、

一

八
八
二

年
に
は
衰
退
し
廃
社
し
た
と
い

う
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
一

八

）。

六
九
　
「
横
須
賀
親
睦
会
」（
正
式
名
称
不
明

）　
県
会
議
員
古
谷
正
橘
が
首
唱
者
と
な
り
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
二

月
二

十
日
、

第
一

回
親

睦
会
を
横
須
賀
町
の

福
島
楼
で

開
い

た
。

参
加
者
五
十
余
名
、

阿
保
某
・

一

条
某
両
名
の

演
説
な
ど
が
あ
り
、

以
後
毎
月
一

回
開
催
し
、

追
々

東
京

よ
り
演
説
者
を
招
く
こ

と
も
決
め
ら
れ
た
。

第
二

回
は
三
月
十
三
日
、

前
回
を
越
え
る
参
加
者
を
集
め
て

同
町
鳥
新
楼
で

開
催
、

会
長
に

古
谷
正
橘
、

幹
事
に

高
須
恒
外
三
名
を
選
出
し
た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
二
月
二

十
三
日
・

同
三
月
十
六
日
付
）。

七
〇
　
「
浦
賀
町
懇
親
会
」（
正
式
名
称
不
明

）　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
四
月
二

十
三
日
、

浦
賀
町
宮
の

下
の

学
校
で

開
催
、

東
京
よ
り
演
説

者
と
し
て

高
橋
基
一

・

堀
口

昇
を
招
き
、

盛
会
で

あ
っ

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞

』
明
治
十
四
年
四
月
二

十
六
日

付
）。

鎌
倉
郡

武蔵野叢誌　東京経済大学図書館蔵
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七
一

　
友
文
会
　
戸
塚
村
に
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
七
月
二

十
一

日
以
前
に

発
足
、

山
田
某
・

内
田
某
ら
の

会
員
が
中
心
だ
っ

た
よ

う
で

あ

る
。

演
説
会
と
会
員
に
よ
る
学
術
研
究
会
を
主
な
活
動
内
容
と
し
た
。

演
説
会
に

は
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
員
の

肥
塚
龍
、

嚶
鳴
社
員
の

丸
山
名
政

ら
を
呼
ん
で
い

る
。

研
究
会
は
毎
月
六
回
を
予
定
し
て
い

た
（『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
七
月
二
十
一

日
・

同
十
二
月
十
四
日
付
）。

高
座
郡

七
二

　
相
国
社
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
八
月
以
前
に
、

神
藤
利
八
（
相
原
村
、

同
年
八
月
死
亡

）・
山
本
作
左
衛
門
ら
に
よ
っ

て

結
成
さ
れ
た
。

神
藤
・

山
本
は
、

二

人
と
も
県
会
議
員
で

あ
る（
渡
辺
欽
城
『
三
多
摩
政
戦
史
料
』）。

七
三
　
真
友
会
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
八
月
十
五
日
に

第
一

回
真
友
会
懇
親
会
を
座
間
村
で

開
い

て
い

る
の
で
、

こ

の
こ

ろ
発
足
し
た
と
思

わ
れ
る
。

第
二

回
は
、

高
座
郡
自
由
党
員
岸
尾
文
太
郎
・

伊
藤
武
助
お
よ
び
秋
山
・

比
留
川
・

多
田
（
名
不
明

）
ら
が
首
唱
し

て
、

深
谷
村
長
龍
寺

で

開
か
れ
た
。

こ

の

日
申
合
規
則
を
審
議
し
、

つ

い

で

幹
事
に

山
口

寛
一

・

長
谷
川
彦
八
、

井
上
光
治
（
南
多
摩
郡
）
を
選
出
し
た
。

出
席
会
員
は
、

ほ
か
に

大
矢
保
太
郎
・

高
島
正
領
・

新
井
蔵
之
助
・

山
本
与
七
・

安
藤
忠
兵
衛
・

牧
野
随
吉
・

石
井
・

宇
多
川
、

佐
藤
貞
幹
（
都
筑
郡
）、

石
坂
昌
孝

（
南
多
摩
郡
）
ら
八
十
余
名
で

あ
っ

た
（『
自
由
新
聞
』、

明
治
十
六
年
九
月
十
四
日
付
）。

七
四
　
法
律
研
究
会
　
一

八
八
三
年
八
月
ご
ろ
、

長
後
村
に

設
立
さ
れ
、

東
京
よ
り
法
律
学
士
を
招
い

て

研
究
会
を
行
っ

た
（
新
井
論
文
）。

大
住
郡
・

淘
綾
郡

七
五
　
湘
南
社
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
八
月
五
日
、

大
磯
宿
で

創
立
大
会
を
開
い

た
（
小
宮
保
次
郎
日
記
）。
創
立
委
員
は
前
郡
長
の
山
口

左

七
郎
、

県
会
議
員
の

中
川
良
知
ら
で

あ
っ

た
。

当
日
の

懇
親
会
に
は
相
模
全
域
か
ら
約
千
名
の

参
会
者
が
あ
り
、

東
京
よ
り
中
島
信
行
・

大
石
正

巳
・

赤
羽
万
二
郎
も
出
席
し
た
。

湘
南
社
規
則
第
一

条
に

よ

れ
ば
、

「
諸
般
学
術
ノ

研
究
ト
智
識
ノ

交
換
ヲ

図
リ
漸
次
社
会
改
進
ノ

気
脈
ヲ

貫
通
セ

シ

メ

ン

」
た
め
に

結
成
し
た
と
あ
り
、

そ
の

た
め
に

順
次
各
地
に

お
い

て

毎
月
一

回
演
説
会
な
い

し
討
論
会
を
開
く
こ

と
を
定
め
て
い

る
。

社
長
に
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は
民
権
家
で

前
大
住
・

淘
綾
郡
長
の

山
口

左
七
郎
、

幹
事
に

前
郡
書
記
の

伊
達
時
が

選
出
さ
れ
た
。

事
務
局
は
淘
綾
郡
大
磯
駅
に

置
か
れ
、

ま
た
大

磯
宿
、

曽
屋
・

金
目
・

伊
勢
原
村
に
は
支
所
が
置
か
れ
、

学
習
活
動
を
進
め
る
た
め
の

講
学
会
が
組
織
さ
れ
た
。

伊
勢
原
講
学
会
の

場
合
、

山
口

左
七
郎
が
、

設
立
に
つ

い

て

中
島
信
行
に

も
相
談
し
、

講
師
に
は
沢
田
弸
・

細
川
瀏
を
東
京
か
ら
招
き
、

書
籍
を

用
い

て

歴
史
・

経
済
・

法
律
・

政
治
の

大
要
を
学
習
し
、

討
論
に
よ
り
内
容
を
深
め
る
と
い

う
も
の

で
、

会
員
は
当
初
六
十
余
名
で

あ
っ

た
。

こ

の

講
習
会
が
憲
法
論
に
つ

い

て

学
習
し
た
記
録
は
、

農
政
調
査
会
『
地
租
改
正
関
係
農
村
史
料
集
』
に

収
録
さ
れ
て
い

る
。

そ
れ
を
見
る
と
、

例
え
ば

主
権
の

所
在
に
つ

い

て
は
、

議
会
主
権
説
・

法
律
帰
属
説
も
あ
る
が
、

猪
俣
道
之
輔
・

宮
田
寅
治
な
ど
は
は
っ

き
り
と
人
民
主
権
説
を
唱
え
て
い

る

し
、

ほ
か
に
人
民
の

政
府
論
な
ど
も
主
張
さ
れ
て
お
り
、

民
権
思
想
が
相
当
深
く
理
解
さ
れ
て
い

た
こ

と
が
わ
か
る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二
一

『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
十
四
年
八
月
七
日
・

同
十
五
年
一

月
二
十
一

日
付
、

大
畑
哲
「
民
権
期
に
お

け
る
地
方
政
社
の

憲
法
論
議
」『
倫
社
・

政
経
研
究
』
九
、

大
木
基
子
「
細
川
瀏
覚
え
書
き
」『
季
刊
日
本
思
想
史
』
七
号
）。

七
六
　
相
陽
自
由
会
　
一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
一

月
、

大
住
・

淘
綾
・

愛
甲
三
郡
の

有
志
が
武
相
の

団
結
を
は
か

ろ
う
と

結
成
し
た
も
の
で

あ
る
が
詳
細
は
不
明
で

あ
る
（
新
井
論
文
）。

愛
甲
郡

七
七
　
共
話
会
　
一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
七
月
二
十
三
日
に

「
共
話
会
規
則
」
を
決
定
、

会
長
に

黒
田
黙
耳
、

幹
事
に

霜
島
久
円
を
選
出
し
て

発

足
し
た
。

共
話
会
は
、

毎
月
二

回「
一

席
ニ

会
シ

利
害
を
論
ジ
得
失
ヲ

議
シ

珍
話
新
説
異
事
奇
談
ヲ

演
話
」
し
て
「
智
識
ヲ

研
磨
拡
張
」
し
よ
う
と
い

う
も
の

で

あ
っ

た
。

演
説
・

討
論
の

会
場
は
当
分
の

間
厚
木
村
と
定
め
ら
れ
た
。

会
員
は
当
初
五
十
四
名
で

あ
っ

た（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二
二

）。

七
八
　
共
和
社
　
小
宮
保
次
郎
の

居
村
下
川
入
村
に

結
成
し
た
も
の

で
、

恐
ら
く
一

村
程
度
の

結
社
で

あ
ろ
う
。

「
小
宮
保
次
郎
日
記
」
の
一

八

八
一

年
二

月
十
八
日
の

部
分
に

記
載
さ
れ
て
い

る
が
、

詳
細
は
不
明
で

あ
る
。
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七
九
　
相
愛
社
　
「
小
宮
保
次
郎
日
記
」
の
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
一

月
二
十
五
日

に

相
愛
社

の

会
議
招
集
の

記
述
が
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
に

結
成
さ
れ
て
い

た
こ

と
が
わ
か

る
。

会
長
黒
田

黙

耳
、

副
会
長
霜
島
久
円
、

幹
事
小
宮
保
次
郎
・

天
野
政
立
・

難
波
惣
平
・

神
崎
正
蔵
・

井
上
篤
太
郎
と

い

う
役
員
構
成
で
、

厚
木
村
に

本
拠
を
置
い

た
。

黒
田
は
郡
役
所
主
席
書
記
、

霜
島
・

小
宮
は
県
会
議

員
、

他
の

者
も
戸
長
ク
ラ
ス

で

あ
る
。

郡
下
小
結
社
の

指
導
的
人
物
を
会
員
と
し
、

町
村
会
議
員
ク

ラ
ス

を
組
織
対
象
と
し
て
い

た
か
ら
、

全
郡
下
に

影
響
力
を
持
つ

結
社
で

あ
る
こ

と
が

わ
か

る
。

事

実
、

同
年
二
月
一

日
の

懇
親
会
に

は
、

千
二
、

三
百
名
を
集
め

る

ほ

ど
の

組
織
力
を
見
せ
て
い

る
。

融
貫
社
、

湘
南
社
と
と
も
に
、

県
内
三
大
結

社
の
一

つ

で

あ
る
。

相
愛
社
は
、

学
術
研
究
・

討
論
を
主
要
な
活
動
と
し
、

懇
親
会
・

演
説
会
に
は
嚶
鳴
社
の

肥
塚
龍
・

島
田
三
郎
ら
を
招
い

て
い

る
。

同
社
が
自
由
党
と
の

接
触
を
深
め
始
め
た
の

は
八
二

年
三
月
ご
ろ
か
ら
で
、

や
が
て

小
宮
・

難
波
ら
九
名
が
自
由
党
に

加
盟
し
た
（
第
三

節
参

照
）。

八
三
年
三
月
ご
ろ
、

相
愛
社
は
そ
の

活
動
を
閉
じ
た
（
大
畑
哲
『
相
州
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
と
豪
農
の

実
態
』
私
版
）。

八
〇
　
乃
有
社
　
一

八
八
二

年
一

月
二
十
七
日
以
前
に
、

小
野
村
に

結
成
さ
れ
た
。

同
村
の

蘭
医
三
橋
某
の

指
導
下
に

会
員
四
十
余
名
を
有
し
、

肥
塚
龍
が
招
か
れ
た
同
年
一

月
二
十
七
日
の

懇
親
会
に

は
三
、

四
百
名
を
集
め
る
力
を
持
っ

て

い

た
。

「
神
奈
川
ノ

自
由
ハ

大
山
近
傍
ノ

森
林
中
ヨ

リ
生
ズ
ル

ヤ

ノ

思
ヲ

為
シ

タ

」
と
肥
塚
は
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』（
明
治
十
五
年
二

月
一

日
付
）に
記
し
、

続
い

て
つ

ぎ
の

よ
う
な
結
社
名
を
参
会
者
か

ら
聞
い

た
と
紹
介
し
て
い

る
。

八
一

　
共
研
社
　
煤
ケ
谷
村
（
詳
細
不
明
）

八
二
　
晩
成
社
　
入
山
村
（
同
右
）

八
三
　
有
津
社
　
長
谷
村
（
同
右
）

小宮保次郎
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